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研究成果の概要（和文）：本研究は、ドイツにおけるローカル・レベルにおける移民統合の実態がいかなるもの
であるのかを、主としてトルコ系移民の活動を事例にして明らかにしたものである。本研究では、移民組織は一
般的に出身国とのトランスナショナルな関係性、紐帯を有する一方で、ムスリムとマジョリティ社会との橋渡し
の在り方、統合の実践の在り方がそれぞれの移民組織の統合に対する考え方、ドイツ社会に対する考え方などに
よってどのように異なるのかを実証的に明らかにした。とりわけ、そうした相違点は従来の研究で示されたよう
な組織の政治的立ち位置、イデオロギー的な立場だけではなく、組織の中の世代間の相違によっても明らかに異
なる点を示した。

研究成果の概要（英文）：This study explores what role Turkish Islamic organizations play between 
German society and their own members in the local integration. 
It is analyzed  how different types of islamic activism in islamic organizations are involved in 
building bridges between Muslims and the larger society and promoting immigrants integration in 
Germany, while they tend to have transnational social networks and ties in their country of origin. 
In addition to that, one has to consider not only the political ideology of islamic organizations, 
which has been focused on in previous studies, but  the intergenerational differences such as 
between the first and the second or third-generation immigrants.

研究分野： 社会学

キーワード： 統合　移民
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
従来のドイツの移民の統合に関する国際社会学的研究においては、連邦政府の政策に注目することで、統合政策
が移民の母文化の保障を軽視し、受け入れ国の言語・文化・生活様式を習得する移民の「同化」を推進するもの
であると批判的に論じられる傾向が見られた。これに対して本研究は、ローカルなレベルにおける統合政策と移
民組織の活動の関係性を分析し、「同化」として単純にとらえがちな統合政策の多様な側面を実証的、理論的に
あきらかにする学術的成果を上げることで、移民統合の社会学的研究の発展に寄与するものとなる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
これまでの国内外のドイツにおける移民統合に関する研究は、大別すると、統合における

「同化」の側面を批判的に捉える研究と、「統合」が移民のドイツ社会の編入に寄与する点
を肯定的に評価する研究との二つがみられた。前者の研究では、2000 年代以降、連邦レベ
ルで進められるようになった統合政策が、受け入れ国の言語・文化・生活様式を習得するよ
うに移民に要求する一方で、移民の母文化の保障を等閑にする点で、移民の受け入れ国への
「同化」を推進するものだと批判的に論じる研究がみられた。他方で後者の研究では、統合
政策は、それまでの移民の出身国とのつながりを重視し、受け入れ国において、マジョリテ
ィ社会と没交渉となる「平行社会」の形成を防ぐことにつながると統合を積極的に評価する
ものであった。 
上記の先行研究が指摘するように、たしかに統合政策が移民を同化することにつながる

面はみられ、そうした点を批判的に捉えることは重要ではある。しかしながら、他方で統合
政策は「同化」の側面だけが確認できるわけでもない。というのも、上記の点は、統合政策
を連邦レベルで検討した場合にみられる特徴であり、ローカルなレベルにおいては、統合は、
連邦レベルとは異なる様相を呈する点が考えられるからである。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、ドイツにおけるローカル・レベルにおける移民統合の実態がいかなるものであ

るのかを、主としてトルコ系移民の活動を事例にして明らかにしようとするものである。本
研究がこのようなローカル・レベルにおける移民統合を論じる目的にあるのは、上記のよう
な、これまでの移民の統合に関する研究において、顕著に見られる問題点を克服しようとす
る意図があった。本研究はこのような問題意識から、移民統合を連邦だけではなく、ローカ
ル・レベルにおいて検討し、移民組織が統合政策のもとで、どのような活動を実践している
のか、その目的には何があるのかを明らかにするものである。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究においては、連邦政府や自治体政府が要求する移民統合政策の基本方針に対して、
それぞれの移民組織は、その基本方針を受けて、移民の受け入れ国への社会的・経済的統合
の実践と文化活動との両立をどのように行っているのかという視点から検討を行った。 
その際に、移民組織の政治的な立ち位置やイデオロギー的な違いだけではなく、移民の世

代間の認識の相違が組織のあり方に大きく影響を与える点も考慮に入れて考察・分析した。
すなわち移民組織の活動方針や活動内容において、組織運営の中心的な存在が第 1 世代か
ら第 2世代へと移行することにより、質的な変化がみられると考えられるからである。先行
研究が明らかにしている通り、移民の第 1世代では、どちらかといえば出身国との政治的な
つながりやメンバー間の関係性に重点を置く傾向がみられるのに対して、第 2 世代以降と
なると、出身国との政治的なつながりだけではなく、むしろ受け入れ社会との関係、マジョ
リティ社会との関係性が重要となり、活動目的の重心が変化する点がみられるとされる。 
 
 
４．研究成果 
 
本研究では、移民組織の統合に対する対応のあり方はきわめて多様であり、そうした点を

考慮に入れて分析すると、先行研究が指摘するような、受け入れ国への移民の一方的な同化
とは言いがたい、統合の新たな側面を明らかにすることができた。そうした移民組織の統合
にかかる対応の多様性は、それぞれの移民組織によって、また組織の中の世代間の相違によ
っても生じていることがわかった。移民組織は、既存の研究が明らかにしているように、一
般的に出身国とのトランスナショナルな関係性・紐帯を有する一方で、受け入れ社会での統
合の実践はそれぞれの移民組織の統合に対する考え方、ドイツ社会に対する考え方などに
よって大きく異なっている点が認められるものだった。こうして、移民組織によるムスリム
とマジョリティ社会との橋渡しのあり方、考えなどに関しては相違点のみられる点が明ら
かになった。 
また移民組織の出身国とのトランスナショナルな関係性・紐帯が認められるとするこれ

までの研究が示すように、たしかに移民組織はその出身国との結びつきがあるにもかかわ
らず、本研究では、他方で、そうした結びつきが必ずしも移民の側において無条件に肯定的
に捉えられているわけではない点も示した。受け入れ社会に居住する移民の側も、出身国の
ムスリムと受け入れ国のムスリムの置かれた社会経済的、文化的状況の違いを感じている。
それゆえ、たとえば出身国と結びついた宗教指導者が必ずしも受け入れ社会の移民のニー
ズや認識、あるいはドイツ社会に適合的な人だとは限らないなどと認識している側面があ



り、むしろ移民側では、ドイツ語、ドイツの文化・慣習を理解している宗教指導者の必要性
を認識している面もある。 
また移民団体の中には、同胞集団だけではなく、広くイスラム教徒に対して、あるいは非

イスラム教徒に対してすらも、イスラムに興味を抱き、自分たちの活動への理解を行っても
らうことを目的に、対話を促し、対外的な活動を行うことを重視する集団がある。そのため、
自分たちの活動の政治的正当性を確保する意味においても、当該受け入れ社会の言語や生
活習慣などを習得していることが重要であり、そのために受け入れ国に統合されているこ
とは重要だと考えている側面がみられる。 
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